
こ
の
こ
と
に
対
し
て
、
ホ

た
。
議
長
は
さ
ら
に
、
核
兵

ワ
イ
ト
・
ゴ
メ
ス
議
長
は
、

器
の
被
害
を
経
験
し
た
被
爆

核
兵
器
不
拡
散
条
約
（
Ｎ
Ｐ

者
の
生
の
声
が
、
核
兵
器
禁

Ｔ
）
が
数
十
年
前
に
採
択
さ

止
条
約
成
立
の
原
動
力
と
な

れ
た
際
に
も
、
多
く
の
国
の

っ
た
と
語
り
ま
し
た
。
そ
し

加
入
が
得
ら
れ
な
か
っ
た
け

て
、
被
爆
者
が
共
有
し
て
い

れ
ど
も
、
現
在
は
国
連
安
全

る
経
験
は
「
人
間
の
魂
に
触

保
障
理
事
会
で
常
任
理
事
国

れ
る
」
も
の
だ
と
し
た
う
え

を
務
め
る
中
国
、
フ
ラ
ン
ス
、

で
、
今
回
の
交
渉
が
「
理
性

ロ
シ
ア
、
英
国
、
米
国
の
核

と
感
情
の

保
有
国
を
含
め

ヵ
国
が
Ｎ

協
働
」
に

191

Ｐ
Ｔ
に
加
入
し
て
い
る
こ
と

よ
っ
て
進

を
指
摘
し
ま
し
た
。
「
世
界

め
ら
れ
た

が
変
わ
れ
ば
、
状
況
も
変
わ

と
付
け
加

国
民
平
和
大
行
進
は
、

れ
る
東
京
へ
向
け
て
、
約
一

ま
ず
、
今
で
は
毎
年

万
人

る
の
で
す
」
と
強
調
し
ま
し

え
ま
し
た
。

10

“
ノ
ー
モ
ア
・
ヒ
ロ
シ
マ
！

千
キ
ロ
の
道
の
り
を
歩
く
最

が
参
加
す
る
国
民
的
行
動
と

ノ
ー
モ
ア
・
ナ
ガ
サ
キ
！
”

初
の
平
和
行
進
が
行
わ
れ
ま

な
っ
て
い
ま
す
。
核
兵
器
廃

ま
す
。
最
終
日
の

日
は
日

6

“
核
兵
器
の
な
い
世
界
を
”

し
た
。
こ
の
と
き
の
参
加
者

絶
を
願
う
人
な
ら
誰
で
も
参

見
公
園
→
芒
塚
イ
ン
タ
ー
手

と
核
兵
器
廃
絶
を
訴
え
て
、

は
、
毎
日

人
、

人
と
増

加
で
き
る
行
動
で
す
。

前
→
蛍
茶
屋
→
市
民
会
館
→

2

3

文
字
通
り
全
国
を
歩
く
行
進

え
続
け
、
の
べ

万
人
に
も

今
年
は
、

月

日
東
京

鉄
橋
→
県
庁
→
市
役
所
→
瓊

100

5

6

で
す
。１
９
５
８
年

月
に
、

な
り
ま
し
た
。

夢
の
島
、

月

日
北
海
道

の
浦
公
園
→
宝
町
公
園
→
ゴ

6

5

7

被
爆
地
広
島
か
ら
第

回
原

以
来
こ
の
半
世
紀
以
上
、

礼
文
島
、

月

日
香
川
県

ー
ル
の
爆
心
地
公
園
ま
で
歩

4

5

8

水
爆
禁
止
世
界
大
会
が
開
か

雨
の
日
も
風
の
日
も
毎
年
休

高
松
市
、

月

日
和
歌
山

き
ま
す
。

5

8

県
新
宮
市
、

月

日
富
山

6

8

県
朝
日
町
、

月

日
沖
縄

6

18

県
名
護
市
、

月

日
宮
崎

6

23

県
え
び
の
市
、

月

日
広

7

5

島
平
和
公
園
か
ら
出
発
し
、

す
べ
て
の
都
道
府
県
と

割
7

を
超
え
る
自
治
体
を
通
過

し
、

月

日
に
広
島
平
和

長
崎
県
国
民
平
和
大
行
進

8

4

公
園
、

月

日
に
長
崎
爆

は
、

月

日
に
三
川
内
で

8

6

8

1

心
地
公
園
で
終
結
し
ま
す
。

佐
賀
県
か
ら
引
き
継
ぎ
ま
し

月

日
に
ニ
ュ
ー
ヨ
ー

た
。
そ
の
後
、
三
川
内
陶
器

7

7

ク
国
連
本
部
で
「
核
兵
器
禁

卸
団
地
→
早
岐
駅
前
→
ハ
ウ

止
条
約
」
が

ヵ
国
の
賛
成

ス
テ
ン
ボ
ス
駅
手
前
、

日

122

2

で
採
択
さ
れ
ま
し
た
。
法
的

川
棚
新
谷
→
川
棚
町
役
場
→

拘
束
力
を
持
つ
核
軍
縮
関
連

東
彼
杵
役
場
、

日
東
彼
杵

ま
た
、
島
原
地
区
で
は
、

3

の
条
約
と
し
て
は
、

年
ぶ

役
場
→
千
綿
駅
前
→
大
村
市

高
教
組
島
原
支
部
も
参
加
す

20

り
の
交
渉
成
立
で
す
。
し
か

役
所
、

日
大
村
市
役
所
→

る
平
和
行
進
実
行
委
員
会

4

し
、
米
ロ
を
は
じ
め
と
す
る

鈴
田
峠
→
諫
早
駅
前
→
西
諫

で
、

月

日
に
雲
仙
市
、

7

28

核
保
有
国
と
、
そ
の
同
盟
国

早
駅
前
、

日
西
諫
早
駅
前

島
原
市
、
南
島
原
市
を
訪
問

5

の
多
く
は
交
渉
に
参
加
し
ま

→
日
見
公
園
と
行
進
を
続
け

し
て
自
治
体
要
請
行
動
を
行

せ
ん
で
し
た
。

う
と
と
も
に
、
雲
仙
市
吾
妻

町
内
、
南
島
原
市
西
有
家
町

内
で
平
和
行
進
を
実
施
し
ま

し
た
。
島
原
市
の
平
和
行
進

は
、

月

日
の
夕
方
に
実

8

4

施
し
ま
す
。

組合は であい ふれあい たかめあい

な
く
そ
う
！
核
兵
器

Ｎ
ｏ

Ｎ
ｕ
ｋ
ｅ
ｓ
！

【中村法道長崎県知事からのメッセージ】

２０１７年原水爆禁止国民平和大行進への激励のメッセージ

皆様には、日頃から核兵器廃絶と世界恒久平和実現のため、

ご尽力いただいておりますことに、深く敬意を表しますとと

もに、感謝を申し上げます。

昨年１２月、国連軍縮会議がここ長崎で開催され、各国

の政府関係者などが被爆の実相に触れたうえで議論を行い、

核兵器のない世界に向けた協力が一層必要であると確認され

ました。

また、先月には、国連において核兵器禁止条約が採択さ

れ、「核兵器のない世界の実現」に向けて新たな枠組みが設

けられたところであります。

このような中、「2017年国民平和大行進」がここ長崎で

開催されますことは、大変意義深いことと存じます。

本県といたしましては、これまで以上に核兵器廃絶と世

界恒久平和実現のため、平和事業の推進に努めていく決意で

あります。

引き続き皆様方のご支援、ご協力を賜りますようお願い

申し上げますとともに、皆様方の今後益々のご健勝、ご活躍

を心からお祈り申し上げ、ご挨拶といたします。

平成２９年８月１日

長崎県知事 中村 法道

「ヒバクシャ国際署名」
すべての学校で、すべての教職員で、すべての県民で、

未来を担う子どもたちに核のない世界を残すために

２
０
１
６
年

月
、
平
均

4

年
齢

歳
を
超
え
た
ヒ
ロ
シ

80

マ
・
ナ
ガ
サ
キ
の
被
爆
者
が
、

核
兵
器
を
禁
止
し
廃
絶
す
る

条
約
を
全
て
の
国
に
求
め
る

署
名(

ヒ
バ
ク
シ
ャ
国
際
署

名)

を
は
じ
め
ま
し
た
。

こ
の
署
名
の
後
押
し
も
受

け
て
、

月

日
に
、
国
連

7

7

で
「
核
兵
器
禁
止
条
約
」
が

採
択
さ
れ
ま
し
た
。
交
渉
会

議
に
は
国
連
加
盟

ヵ
国
中

193

ヵ
国
が
出
席
し
、
投
票
の

124結
果

ヵ
国
が
賛
成
し
ま
し

122

た
。
北
大
西
洋
条
約
機
構
（
Ｎ

Ａ
Ｔ
Ｏ
）
加
盟
国
の
オ
ラ
ン

ダ
が
反
対
し
、
一
国
が
棄
権

し
ま
し
た
。
日
本
政
府
は
、

月
の
交
渉
会
議
で
「
北
朝

3鮮
の
脅
威
と
い
っ
た
現
実
の

安
全
保
障
問
題
の
解
決
に
結

び
つ
く
と
は
思
え
な
い
」
と

表
明
し
、
５
核
保
有
国
な
ど

と
歩
調
を
合
わ
せ
て
ボ
イ
コ

ッ
ト
し
ま
し
た
。
唯
一
の
戦

争
被
爆
国
の
政
府
の
ボ
イ
コ

ッ
ト
は
、
被
爆
者
の
思
い
を

無
視
す
る
暴
挙
と
し
て
、
強

い
批
判
を
受
け
て
い
ま
す
。

「
ヒ
バ
ク
シ
ャ
国
際
署
名
」

は
、
核
禁
条
約
へ
の
多
く
の

国
の
参
加
を
求
め
て
２
０
２

０
年
ま
で
と
り
く
ま
れ
ま

す
。
長
崎
県
全
体
で
は

万
50

筆
を
目
標
と
し
て
い
ま
す
。

子
ど
も
の
た
ち
の
未
来
に
直

接
関
わ
る
組
織
と
し
て
、
私

た
ち
長
崎
高
教
組
も
１
万
筆

の
達
成
を
目
指
し
て
積
極
的

に
と
り
く
み
ま
し
ょ
う
。

後
世
の
人
び
と
が
生
き
地
獄
を
体
験
し
な
い
よ
う
に
、

生
き
て
い
る
間
に
何
と
し
て
も
核
兵
器
の
な
い
世
界

を
実
現
し
た
い

三川内での引き継ぎ集会で挨拶する

小田高教組委員長(左端)

三川内に到着した佐賀県の行進団
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組合は であい ふれあい たかめあい

全
教
・
教
組
共
闘
連
絡
会
は
7

月

日
東
京
で
、
「
憲
法

条
の

22

9

意
義
を
学
ぶ
緊
急
決
起
集
会
」
を

開
き
ま
し
た
。
こ
の
な
か
で
フ
リ

ー
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
で
元
朝
日
新

聞
記
者
の
伊
藤
千
尋
さ
ん
に
よ
る

｢

憲
法

条
、
今
が
正
念
場－

私

9

た
ち
の
手
で
真
の
積
極
的
平
和

を｣

と
題
し
た
講
演
が
あ
り
ま
し

た
。伊

藤
さ
ん
は
、
カ
ナ
リ
ア
諸
島

や
ト
ル
コ
で
ヒ
ロ
シ
マ
・
ナ
ガ
サ

キ
と
い
う
名
の
広
場
に
日
本
国
憲

法
９
条
の
記
念

碑
が
建
て
ら
れ

て
い
る
こ
と
を

紹

介

し

な

が

ら
、
日
本
国
憲

法
は
「
世
界
が

求
め
る
平
和
憲

法
で
あ
る
」
と

話
し
ま
し
た
。

ま
た
、
伊
藤

さ
ん
は
、
軍
隊

月
上
旬
に
予
定
さ
れ
る
人
事

8
院
勧
告
で
す
べ
て
の
公
務
労
働
者

の
賃
金
・
労
働
条
件
の
改
善
を
求

め
る
た
た
か
い
が
重
要
な
段
階
を

迎
え
る
中
、
全
労
連
・
国
民
春
闘

共
闘
委
員
会
等
の
主
催
で

月
7

21

日
、
日
比
谷
野
外
音
楽
堂
集
会
を

は
じ
め
、

各

省

庁

前
行
動
、

銀

座

デ

モ

な

ど

多

彩

な

と

り

く

み

が

終

日

展

開

さ

れ

ま

し

た

。

◎
諫
早
支
部
総
会
報
告

月

日
（
金
）

時
よ

7

14

19

り
、
諫
早
市
勤
労
福
祉
会
館

で
開
催
。
支
部
の
組
合
員
も

近
年
退
職
者
が
多
く
、
減
少

傾
向
に
な
か
な
か
歯
止
め
が

で
き
ず
苦
労
し
て
い
る
。
組

織
拡
大
を
第
一
の
目
標
と
し
、

年
内
の
諸
行
事
を
通
じ
て
、

組
合
員
の
結
束
と
融
和
を
め

ざ
す
運
動
方
針
が
採
択
さ
れ

た
。
ま
た
、
昨
年
末
の
臨
時

総
会
で
支
部
費
の
見
直
し
を

お
こ
な
っ
た
こ
と
を
受
け
て
、

支
部
支
出
規
程
等
の
抜
本
的

見
直
し
を
了
承
し
、
活
動
の

維
持
に
つ
と
め
つ
つ
、
恒
久

的
財
政
の
確
立
を
め
ざ
す
こ

と
と
な
っ
た
。

◎
九
条
の
会
・
諫
早

戦
争
写
真
展

月

日
付
け
長
崎
新
聞

7

30

地
方
版
に
掲
載
さ
れ
た
と
お

り
、

月

日
（
土
）
に
諫

7

29

早
市
の
本
町
ア
ー
ケ
ー
ド
で
、

回
目
を
迎
え
た
戦
争
写
真

10展
が
お
こ
な
わ
れ
た
。
こ
の

行
事
は
、
ア
ー
ケ
ー
ド
中
心

全労連・国民春闘共闘委員会７．２１集会

退職金引き下げ反対！公務員賃金の改善を

全教・教組共闘連絡会

「憲法9条の意義を学ぶ緊急決起集会」

北
海
道
か
ら
沖
縄
ま
で
全
国
か
ら

集
ま
っ
た
参
加
者
は
、
長
崎
高
教

組
か
ら
の

人
を
含
め
１
０
０
０

3

人
を
超
え
ま
し
た
。
内
閣
人
事
局

前
、
人
事
院
前
で
は
、
退
職
金
引

き
下
げ
反
対
や
公
務
員
賃
金
改
善

の
要
求
行
動
を
行
い
、
内
閣
人
事

局
に
退
職
手
当
引
き
下
げ
反
対
の

署
名

万
５
４
８
４
筆
、
人
事
院

11

に
公
務
労
働
者
の
賃
金
・
労
働
条

件
の
改
善
を
求
め
る
署
名

万
７

11

９
８
５
筆
を
提
出
し
ま
し
た
。

文
科
省
前
で
は
、
全
教
・
教
組

共
闘
連
絡
会
・
子
ど
も
全
国
セ
ン

タ
ー
等
の
主
催
で
、
来
年
度
の
教

育
予
算
の
増
額
な
ど
を
求
め
る
要

求
行
動
や
署
名
（
え
が
お
署
名
）

提
出
行
動
を
行
い
ま
し
た
。
全
国

５
ブ
ロ
ッ
ク
か
ら
各

人
が
各
地
域

1

で
の
活
動
や
と
り
く
み
、
教
育
条
件

を
め
ぐ
る
実
情
等
を
発
言
し
ま
し

た
。
中
国
四
国
九
州
ブ
ロ
ッ
ク
か
ら

は
長
崎
高
教
組
の
寺
田
書
記
次
長

が
、

・

月
に
と
り
く
ん
だ
給
付

4

5

奨
学
金
の
拡
充
を
求
め
る
署
名
に
つ

文科省前で、宣伝カーから、PT

Aと連携した長崎高教組のとり

くみを報告する寺田書記次長

い
て
、
県
高
Ｐ
連
会
長
の
賛
同
を

得
て
、
各
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
総
会
で
の
署

名
に
と
り
く
み
３
８
２
９
筆
の
賛

同
を
得
、
総
計
６
３
２
９
筆
の
署

名
を
集
め
る
こ
と
が
で
き
た
こ
と

を
報
告
し
ま
し
た
。

そ
の
後
、
全
教
と

人
の
報
告

5

者
で
、
全
国
か
ら
集
約
し
た
（
え

が
お
署
名
）

万
２
１
８
４
筆
の

8

署
名
を
同
省
に
提
出
し
ま
し
た
。

文科省の特別支援課

係長に、えがお署名

を手渡しました。

を
持
た
な
い
コ
ス
タ
リ
カ
国
は
「
日

本
と
コ
ス
タ
リ
カ
の

つ
の
国
民

2

が
一
緒
に
な
っ
て
世
界
に
平
和
を

輸
出
す
る
」
と
い
う
立
場
に
立
ち
、

国
内
に
お
い
て
は
「
人
権
」
を
、

国
際
関
係
に
お
い
て
は
「
積
極
的

平
和
」
を
築
こ
う
と
し
て
い
る
こ

と
を
明
ら
か
に
し
ま
し
た
。
こ
こ

で
い
う
「
積
極
的
平
和
」
は
、
ヨ

ハ
ン
・
ガ
ル
ト
ゥ
ン
グ
博
士
が
説

く
積
極
的
平
和
（p

o
s
i
t
i
v
e

p
e
a
c

e

）
で
あ
り
、
安
倍
首
相
の
「
積
極

的
平
和
主
義
」（p

r
o
a
c
t
i
v
e
c
o
n
t

r
i
b
u
t
i
o
n

t
o

p
e
a
c
e

）
と
は
意
味

が
異
な
る
と
し
ま
し
た
。
「p

r
o
a
c
t

i
v
e

」
は
軍
事
用
語
で
先
制
攻
撃
の

意
味
が
あ
り
、
コ
ス
タ
リ
カ
の
積

極
的
平
和
は
ガ
ル
ト
ゥ
ン
グ
博
士

の
考
え
に
基
づ
く
も
の
で
、
貧
困

や
抑
圧
、
差
別
な
ど
を
な
く
す
と

こ
ろ
に
意
味
が
あ
る
と
強
調
し
ま

し
た
。

さ
ら
に
伊
藤
さ
ん
は
、
安
倍
首

相
が
「

条
の

項
、

項
は
そ

9

1

2

の
ま
ま
に
し
て
、

項
を
設
け
、
自

3

衛
隊
を
入
れ
込
む
」
こ
と
を
明
言
し

た
こ
と
に
触
れ
、
こ
れ
を
「
安
倍
政

権
の
暴
走
」
と
断
じ
、
「
憲
法
が
自

衛
隊
を
認
め
る
存
在
と
な
る
と
、
戦

車
が
街
を
走
り
、
学
校
に
自
衛
隊
が

リ
ク
ル
ー
ト
に
来
る
、
『
米
国
か
ら

武
器
を
買
え
』
で
防
衛
費
は

倍
の

2

兆
円
に
な
る
」
と
分
析
し
ま
し
た
。

10
伊
藤
さ
ん
は
講
演
の
最
後
に
、
韓

国
の
市
民
デ
モ
や
旧
東
ド
イ
ツ
で
の

デ
モ
が
国
を
変
え
た
事
例
、
そ
し
て

宮
古
島
伊
良
部
町
で
の
町
議
会
の

「
自
衛
隊
誘
致
」
強
行
決
議
が
白
紙

撤
回
に
な
っ
た
事
例
か
ら
、
市
民
の

％
が
動
け
ば
社
会
は
変
わ
る
こ
と

15を
力
説
し
ま
し
た
。
そ
し
て
、
伊
藤

さ
ん
は
「
安
倍
政
権
の
断
末
魔
が
始

ま
っ
た
。
い
ろ
ん
な
こ
と
を
や
っ
て

く
る
。
い
ま
が
勝
負
時
で
あ
る
。
教

え
子
に
い
い
未
来
を
持
っ
て
も
ら
う

た
め
に

％
の
う
ち
の
最
初
の

％

15

1

に
な
り
、
や
っ
て
い
こ
う
」
と
呼
び

か
け
ま
し
た
。

条
改
憲
を
許
さ
な
い

9
全
国
か
ら
の
と
り
く
み
報
告

そ
の
後
の
集
会
で
は
、｢

高
校
生

サ
マ
ー
セ
ミ
ナ
ー
で
『
リ
ア
ル
憲
法

審
査
会
』
を
開
き
、
改
憲
派
と
護
憲

派
で
討
論｣

(

愛
知
私
教
連
）
、「
特

別
支
援
校
の
沖
縄
へ
の
修
学
旅

行｣
(

香
川
高
教
組)

、
「
地
域
の
課

題
と
要
求
を
自
分
た
ち
の
こ
と
ば

で
街
宣
活
動｣

(

神
奈
川
障
害
児
教

組
）
、
「
憲
法
カ
フ
ェ
で
自
民
改
憲

草
案
と
現
憲
法
の
学
習｣

(

埼
玉
県

教
組
）
、
「
都
民
を
交
え
た
憲
法
学

習
会
、
講
演
会
の
実
施｣

(

都
教
組
）

の
と
り
く
み
が
報
告
さ
れ
ま
し

た
。
い
ず
れ
の
報
告
も
９
条
改
憲

を
許
さ
な
い
立
場
か
ら
職
場
・
地

域
で
の
共
同
し
た
と
り
く
み
が
今

必
要
で
あ
る
と
し
ま
し
た
。

／

・

憲
法
闘
争
集
会

11

3

4

・
国
会
前
大
行
動
提
起

全
教
か
ら
は
「

条
の
意
義
を

9

知
る
憲
法
チ
ラ
シ
を
活
用
」
し
た

「
対
話
」
活
動
や
「
地
方
議
会
」

へ
の
「
申
し
入
れ
・
懇
談
活
動
を

す
す
め
る
」
こ
と
な
ど
が
提
起
さ

れ
ま
し
た
。
ま
た
、

月

日
に

11

4

は
「
憲
法
闘
争
交
流
集
会P

l
a
z
a

９
（
仮
称
）
」
を
開
く
こ
と
や
、

総
が
か
り
行
動
実
行
委
員
会
が
11

月

日
に
国
会
前
大
行
動
に
と
り

3
く
む
こ
と
な
ど
が
明
ら
か
に
さ
れ

ま
し
た
。

(

報
告
：
平
井
秀
治)

日
本
国
憲
法
は
「
世
界
が
求
め
る
平
和
憲
法
」

伊
藤
千
尋
さ
ん(

元
朝
日
新
聞
記
者)
の
講
演

部
で
の

写
真
展

示
を
メ

イ

ン

に
、
シ

ー
ル
投

票
、
核

廃
絶
署

名
、
講
演
、
ビ
デ
オ
放
映
な
ど

で
平
和
に
つ
い
て
考
え
る
取
り

組
み
が
終
日
お
こ
な
わ
れ
た
。

諫
早
支
部
で
は
、
支
部
の
平

和
と
民
主
主
義
を
守
る
取
り
組

み
と
し
て
、
九
条
の
会
の
諸
行

事
と
連
携
す
る
こ
と
を
活
動
方

針
に
も
あ
げ
て
お
り
、
準
備
、

片
付
け
、
シ
ー
ル
投
票
、
核
廃

絶
署
名
に
協
力
参
加
し
た
。
約

名
の
署
名
と

人
近
く
の
シ

300

150

ー
ル
投
票
と
い
う
結
果
に
貢
献

す
る
こ
と
が
で
き
た
。

月
に

7

は
い
り
、
内
閣
支
持
率
が
大
幅

に
低
下
す
る
情
勢
を
反
映
し
、

「
安
倍
首
相
に
よ
る

条
改
正
」

9

へ
の
賛
否
は
、
わ
ず
か
に

名
1

だ
け
の
賛
成
し
か
な
く
、
メ
ッ

セ
ー
ジ
に
も
現
在
の
政
治
手
法

に
対
す
る
失
望
や
怒
り
が
こ
め

ら
れ
た
も
の
が
多
数
よ
せ
ら
れ

た
。

（
錦
戸
書
記
長
）

【
諫
早
支
部
た
よ
り
】

【
西
彼
支
部
た
よ
り
】

西
彼
支
部
は
、

月

日

7

13

定
例
の
分
会
長
会
を
開
催
す

る
と
同
時
に
、
西
彼
農
業
に

長
崎
支
部
か
ら
転
入
し
た
本

田
先
生
を
囲
ん
で
支
部
の
歓

迎
会
を
行
い
ま
し
た
。
会
場

は
、
西
彼
支
部
御
用
達
の
レ

ス
ト
ラ
ン
菊
水
で
す
。
お
酒

は
抜
き
の
食
事
を
楽
し
む
会

で
す
。

本
田
先
生
が
顧
問
を
し
て

い
る
放
送
部
が
見
事
に
全
国

大
会
出
場
が
決
ま
っ
た
こ
と

や
、
西
彼
農
業
バ
レ
ー
部
の

ビ
ー
チ
バ
レ
ー
大
会
出
場
な

ど
が
話
題
と
な
り
、
生
徒
減

に
よ
る
遠
征
費
の
で
苦
労
し

て
い
る
話
が
出
ま
し
た
。

分
会
長
会
で
は
、
採
用
試

験
学
習
会
に
誘
う
こ
と
を
確

認
し
ま
し
た
。

本田先生を中心に記念写真
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